
青少辱鰹全育成の楓つ子

青少年健全育成地域相談員 総 括  天 野 業 男

町内会隣組の回覧板に挿入されてくる地元の学校だよりは、殊の外楽しみにしてしヽるページの一

つです。子どもや学校の現況とその背景を垣間見せてしヽただきながら、国や県のレベルで議論され

てしヽる一連の教育改革への動きが、奪闘してしヽる学校現場をどう支援して<だ さるおつもりなのか

関連づけて者えたいからです。25.l① .16「 大平小だより」に、大平小学重見守リボランテ

ィアが学校保健及び学校安全表彰文郡科学大臣表彰に 1としヽう記事がありました。長年大平小児童

の登下校を見守って<だ さってしヽるお二人が始めた旗振りに、大平コミ防犯ボランティアチームが

協力して、 10年 以上も続いた見守りが選ばれ、表彰は11.7秋 田県であり、この結果を大平コ

ミ祭で紹介できることを楽しみにしてしヽますという記事でした。 12.31発 行の 「コミュニティ

ー大平」には、このお二人と大平コミの皆さん (大平小の校長さんも含んで)が 市長さん ・教育長

さんへの報告と沼津警察署長さんへの報告の様子が大きく報じられてしヽました。このお二人は、警

察と連携 して自合の車に青色ランプを点灯させて校区の学重見曽りをしてくださっています。この

お二人をリーダーに、雨の日も風の日も登下校時に交差点に立って旗振りをしながら子どもたちヘ

の声かけをしてくださっている地域のボランティアは、延べにすると相当な数になると思しヽます。

全<頭 が下がります。青少年健全育成の根つ子の部劣だと思うのです。

お話は変わりますが、昨年は、体罰問題につしヽて、元プロ野球選手の桑日莫澄さんが新間の取材

に応じ、「体罰は不用」と訴え、殴られた経験を踏まえ 「子どもの自立を妨げ、成長の芽を摘みかね

なしヽ」と指摘したことに端を発し、大きな議論をB平んだ年でもありました。朝日新間の特集記事を

追っても、「スポーツと体罰」は14□ に亘って報道されてしヽました。タイ トルも、戦前からの教育

負の連鎖生む構造、指導者は言い間かせることが大切で殴り間かせるとしヽう言葉はなしヽ、自ら半」断

する能力鍛える機会奪うな、漫画やアニメでは体罰やしごきがベースにあったスポーツ根性はすで

に終わってしヽる、保護者からも疑間すら言えぬ指導間違い等泉でした。また、年間3① O人 の保健

体育教員を送り出している国体大の谷釜学長さんが、本学が変わればスポーツ指導現場も変わると

しヽう並々ならぬ決意のもと、患の長しヽ取り組みが費台まつてしヽるとしヽう記事が特に印象的でした。こ

の問題今回が潮目となればよしヽのですが !!



自のと麟員

青少年教育センター 指 導王事  横 山 尚 博

立香が過ぎましたが、まだまだ寒さは厳しく、あたたかな春の訪れが待ち遠ししヽ頃となりました。

平成25年 度もそろそろ締めくくりの時期となり、新しい年度を迎える準備段階に入つてきました。

4月 に青少年教育センターの教育相談担当として著任し、今まで多くの子ども達 ・保護者のLaL様か

らのお話をお間きし、共に者えてきました。「学校に行くことができないです。どうしたらいしヽでし

ょう。」「人とかかわることが苦手です。どうしたら上手になりますか。」不登校や発達に関する内容

がほとんどでした。面接を進める中で、共通して感じたことは、相談者の力泉の 『自のと戦う素晴

らしさ』でした。

保護者の皆様は、現在の子どもの状態、そこに至るまでの経過、親としての子育ての考え力やか

かわリカにつしヽて話をしてくれます。できたら自分のサいにしまつておきたいと思われる中味、自劣

の子どもの姿を目の当たりにして何とかしたしヽと思う気持ち、精一杯やってきた子育てが違つてしヽ

たのかもしれないと不安になつたり、後llaする思しヽ等、さらけ出しながら語つてくれます。目を伏

せ、なかつたことにしたしヽと考えてしまったこともあるとは思しヽますが、勇気を持つてお話しして

くれます。本当にありがたしヽ姿で、一緒に力策を者えるにも力が入ります。ありがたしヽことに、ほ

とんどの方がご自身が話をする中で、bを 整理して、センターから提供するわすかなアイデアや者

え力をもとにして、今後の力向性を見出してくれているように感じます。

子ども達は、閉じこもってしヽた自のの胸の内を開き、体を動

かしながら気持ちをほぐす中で、内なるエネルギーを外に向け、

今の自劣よりも一歩も三歩も前進しようとして<れ ます。「ぼ

くは辛いことがあると、逃げちゃうんだよね。でも、ちょっと

すつでも進んでしヽることがわかって、それを認めてもらえて自

信になつたよ。」「ドッジボールをやって、思しヽ切り体を動かし

てすつきりしたよ。また明日から少しだけだけど頑張れそうだ

よ。」「ここに来てギターをやるのが楽しみ !!難 しそうに見え

たけど、自劣でもできるって思えた。」回を重ねる度に 「これ

でいしヽんだ。これで大丈夫。」と噛みしめるようにして、子ど

もの心の中の次のステップに挑戦してくれます。

日短、子ども達 ・保護者の皆様が自劣と向き含しヽ、自角と戦しヽながら現状を打破しようとする姿

勢に感動しながら相談活動を行っております。決bが 必要で、事態が好転するまでには、相当のね

ばり強さとB寺間がかかりますが、その過程をじっ<り とたどれることは実に素8青らしいことだと思

しヽます。そんな子ども達 ・保護者の皆様にエールを送りたしヽと思しヽます。「あきらめないで、大丈夫

ですよ。」

相談者の皆様と共に者える中で、反対に教えてしヽただける 『自劣と勝負』を大事にしながら、大

切な時間を過ごしたしヽと思つてしヽます。
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画鶴梱識

平成25年 12月 ・平成26年 1月 の状況

12・ 1月 には新たに申込みがあ つた 7件 (12月 5件 、 1月 2件 )を 含め、

55件 (延べ相談回数 322回 )の 相談に応 じま した。

.相 談内容局」新規相談件数

2.相 談対 象者別

3。 今年度の新規相談受付状況

受付件数     51件  (前 年同期  50件 )

相 談 内 容 別

◎非行 ・不登校 ・発達 ・子育て ・進路 ・対人関係な ど

青少年 に関する面接相談。

◎相談および申 し込み受付け時間 :

午前 9時 ～午後 5B寺 月 ～金曜 日 (祝祭日を除 <)

◎相談申 し込み i■L951-3440

ヲトイ子 不登校 発達・子育て 進路 ・適性 対人関係 そ の他 □ 計

12月 O 2 3 ① O ① 5

1月 0 2 0 O O O 2

幼 児 小学生 中学生 高校生 少年
一般成人 □ 計

12月 ① 3 2 0 0 0 5

1月 O 0 2 O O ① 2

対人関係

相 談 対 象 者 別

高校生
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対  象 性局」 ヲト  イ子 不登校 発達・子育て 進路・適性 対人関係 その他 計

幼  児
男 0

女 O

小学生
男 4 2 6

6女 3 3

中学生
男 1 5 3 1 8

女 1 6 1 8

高校生
男 2

0女

少  年
男 1

1

2 3

女

一般成人
男 1

O女

計
男 0 20

19

5

4

4

1

0 3 0

女 0 0 2 5

男女 含 言十 O 3 9 9 2 5 O 5 5

4.12・ 1月 に応 じた相談件数 (新規相談 十継続相談)

5.12・ 1月 の相談回数 (55件 の相談 に要 した延べ回数)

月 性剛 面 接 訪 問 その他 □ 計

1 2 ・ 1 月

男 103 2 2 4 9 174

女 1 1 3 8 2 7 148

計 216 3 0 7 6 322

相 談指 導 学級 超も曲 99&d隊 く野 “ 学級担当 999鋼 鋼 '999

12月 の2学期最終日には、毎日使用してしヽるセンター3階 の大掃除をしました。この日はほとんど

の通級生が通級し、役害」分担して一生懸命取り組みました。個の生活から集団の生活へ変容してしヽるこ

とを実感してしヽます。

1月に入り、通級生に望まししヽ動きがありました。中学校が一斉に学力調査、実カテストを実施しま

した。今まではセンターで受ける生徒もいましたが、今回はほとんどの生徒が学校で受けることを決断

し登校しました。教室で受ける生徒、学校の配慮により相談室や保健窒等で特居」に受ける生徒と様々で

したが、前日までの不安と登校ヘー歩踏み出す勇気と決断力、そこには計り矢□れなしヽものがあつたこと

と思います。自己課題を自の自身で克服したことは自信に繋がり、次のステップヘ繋がってしヽきます。

大切な1日であったと思しヽます。

学級は本年度あと2か 月です。中学3年生は、全員受験に向けて出願書類を整えたり、学習のまとめ

に努めたりしてしヽます。学校への思しヽに悩みながらも、多<の 体験活動を通し成長を見せた通級生が高

校入学試験や卒業 ・進級を控え最後のまとめに入ります。
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電話梱識 ◎非行 ・不登校 ・発達 ・進路 ・対人関係な ど青

少年 に関する相談。

◎相談Bき間 :午 前 10B寺～午後7時  月 ～金曜 日

(視祭 日を除く)

◎愛称 :や まび こ電話 951-7330

25 2月 ・ 26年 1月 の

12月 に は 186件 、 1

(前 年 12月 :192件 、

1.12・ 1月 の相談状 況

59件 の 相 談 が 香 せ られ ま した 。
:191件 )

月 に は 1

前 年 1月

相 談 内容別 件 数 相談対象者剛件数

2.今 年度の電話相談受信件数状況 (平成25年 度)

総件数   1,900件 (前年同期  1,975件 )

(1)相 談内容別

事t幼児      O

小学 生      4

中学 生      6

高校 生      4 0

少 年       O

大 学 専 門生     O

一般 成 人     3 7

不 明    2 5 8

非行     O

不登校    O

発達     5 0

性      1 8

進路 ・適性   2

対 人 関係    6 8

学校 生 活    2

無 言    1 0 8

0     20     40     60     80    100    120

内 容 ヲトイ子 不登校 発 達 性 進路・適性 対人関係 学校生活 問合せほか 無 言

件 数 2 6 439 7 8 8 318 1 7 450 582

(2)相 談対象者別

内 容 字と幼 児 J 学ヽ生 中学生 高校生 少 年 大学専門生 一般成人 不 明

件 数 5 3 7 6 323 2 9 257 1,179
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δ縛導?sb 『般課後の梱導』と『朝の欄導』
沼津市立原東小学校  後 藤 幸 久

これまで、教員として、また、地域の一員として 「補導」の活動に幾度

か取り組んできました。今年度も 「少年補導委員」として委嘱され、放課

後の中央街頭補導に数回取り組んでしヽます。また、4月 から勤務してしヽる原東小学校でも、各町内

の保護者が毎週末補導活動に取り組まれてしヽます。同行したことはありませんが、補導活動後に、

学校に提出される補導日誌を通じて、地域の青少年健全育成のための活動が続けられていることを

感じます。このような地道な補導活動は沼津市の各校区で取り組まれ、青少年健全育成のために大

きく貢献してしヽることは言うまでもありません。

「補導」としヽう言葉を広辞苑で調べてみました。すると、「少年などを正ししヽ力向に輔け導<こ と

(輔導)」と書しヽてありました。補導としヽえば、放課後の遊戯場に出入りする子への声かけ、公園で

の過ごし力、祭典の際の特別補導、夜間徘徊の取り締まり、声かけなど非行の前段階でのものが玉

でした。悪しヽ力向に向かわぬように声をかけ、正しい力向に導くという目的をもって行つてしヽます。

「少年を正ししヽ力向に助け導くこと」が 「補導」であるならば、朝の気持ちの良しヽ挨拶から1日

をスター トさせてあげることも、大切な 「朝の補導活動」であると考えます。挨拶は、コミュニケ
ーションの基本、社会人としての基本であり、正ししヽ行しヽです。子どもの力ではどうにもできなしヽ

状況を抱えてしヽる子も多しヽです。そんな子どもたちに、今日もイ日がんばろうとしヽう思しヽを込めて

「おはようござしヽます」の挨拶で、,いを開かせてあ|ザられたらと思います。教員として、また、一

人の大人として正しい力向に子どもたちを導けるように、これからも気持ちの良しヽ挨拶 ・声かけを

してしヽきたしヽです。朝の補導活動と放課後の補導活動は、まさに、青少年健全育成の為の両輪では

ないでしょうか。

1 少 年補導委員の延べ参加人数 (12月 ・1月 )

区別 市職員 教  員
地  区

補導委員

女  性

補導委員

母  親

補導委員
警察関係 総 数

人数
12月 6 1 0 102 9 4 ① 131

1月 8 282 9 5 ③ 315

2 補 導回数 ・補導状況 (12月 ・1月 )

3 平 成25年 度 4月 からの補導活動累計

補 導 □ 数 声かけ

注意 ・指導

事 後
し
日 導

午前 午後 夜間 計 学校・親等へ連絡 他機関へ連絡

12月 2 6 1 0 1 8 52 O O

1月 4 8 32 44 66 ① O

補 導 回 数
延ベ

参加補導委員数

声かけ

注意 ・指導

事 後
じ
日 導

学校 ・親等へ連絡 他機関へ連絡

411 3,311 1,①36 ① O
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12月 ・1月 の街頭補導少年の学職局」状況 (中央補導 ・地区局」補導)

12月 には、県内一斉の冬季少年補導に多<の 力が参加してくださりありがとうござしヽました。そのため
もあって、 12月 の通常の中央補導や地区居」補導は参加人数、回数ともに少なくなつてしヽます。まだしばら
<寒 しヽ日が続きますが、補導は継続的に実施されます。31き続きよろし<お 願しヽしヽたします。

性

別

小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ

の
他
学
生

有
職
少
年

無
職
少
年

計

一四
一月
一か
ら
一の
一

十
■
累
一計
十
■

行

為

種

居」

飲 )酉
男 O

女 O

喫
lkE 男 2 2

女 0

夜 間 は しヽ か しヽ
男 2-3‐

女 3 3 ||■3

不 良 一父 反
男 ①

女 O

怠 学 ・ 怠 業
男 0

女 O

ゲームセンター入場
男 9 24 22 3 58 ■405

女 2 8 9 1 9 |11156

パ チ ン コ 店 入 場
男 0

女 0

カ ラ  牙  ケ  店 入場
男 O iliキ0

女 0 1 4

自 転 車 の 暴 走 行 為
男 2 2 2!|

女 ①

自 転 車 の 二 人 乗 り
男 0 li117

女 O

自 転 車 の 無 灯 火
男 4 4 !ili40

女 O |||114

危 険 な 遊 び
男 ① 12

女 O 6

そ の 他
男 1 0 2 1 3 184

女 2 8 5 1 6 127

計
男 9 26 37 4 2 2 80 6951

女 4 1 6 1 7 ① 0 38 341

男 女 □ 計 1 3 42 54 5 2 2 118 111+036

事

後

予旨

導

家庭 ・学校 ・職場へ連絡
男 0

女 ①

他 機 関 へ 連 絡
男 0

女 O

計□ ① 0 0 0 0 ① O 一〇
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情報ヨーナー
LINEの健い力に要撞意

LINEを 使つた トラブルや事件が急増してしヽます。お互いの言)卜講中傷、出会しヽ系の トラブル、

児童買香や暴行としヽつた事件の温床になつてしヽるケースもあります。

LINEは 、標準設定でインス トールすると、電話帳に登録されてしヽるすべての反だちとつなが

つてしまいます。多くの人は、手軽に使えるというメリットに惹かれて利用し費台めます。スタンプ

という手軽にコミュニケーションが取れる機能も人気で、若年層を中心に大ブレイク。国内だけで

1,000万 人以上のユーザーを持つといわれてしヽます。

しかし、多くの子どもが利用してしヽるこのサービスに目を付ける者も出てきます。乱立する出会

い系の掲示板やアプリの中で、ユーザーがLINE IDを 掲載し、興味のある内容を書き込んでい

るユーザーに連絡する仕組みです。話し相手を募集することもあるし、援助交際相手を探してしヽる

こともあります。社会経験の少なしヽ子どもは、お金を払うとしヽう相手と不用意に会ってしましヽます。

逆に、女子の書き込みにホイホイと出て行つた男性が美人周にはまって、脅迫され、金を奪われる

事件もあります。こうした事件に巻き込まれないように、使しヽ万には、くれぐれもご注意を !

県肉中着冬審少年欄導
～警察関係者など571人 が参加～

昨年の12月 13日 に県内一斉餐季少年補導が実施されました。寒しヽ中を、

571人 の力衆にご参加をしヽただき、市内各地のゲームセンター プ リクラ

ボーリング場 カ ラ牙ケ 図 書館 書 店 コ ンビニ 漫 画喫茶 DVDビ

デオ店 繁 華街 盛 り場 イ ンターネットカフェ 公 園 駐 車場 駐 輪揚 学 校 駅 構内等をまわ

りました。特に大きな問題はありませんでしたが、自転車の無灯火が多しヽとの報告が目立ちました。

中
の 猶 動 予 避 (3月 ・郷 筋 強 瀧 帰 0

ERる い 子 ど も が 育 つ 孝 づ

青少年健全育成シンボルマーク

青少年を、優しく温かしヽ|いで包み込むという思しヽから、右倶」は実顔、

左損」は手のひら、全体はハー ト (b)を 表してしヽます。

日  程 活動 (行事)予 定 日  程 活動 (行事)予 定

4月 17日 (本) 蕎少年健全育成地1或相談員

委嘱式 ・研修会

4月 24日 (木)

【体験活動はばたき】

ハイキング

※天候等諸事情により、変

更することがあります。

青少年健全育成都市宣言 (昭和55年 )

あι'よつで ひろガ堵 ダ冴 地域の簿
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